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(調査轟階)

沖縄県産青果物の首都圏への販売促進

新里良章

(沖縄県立農業大学校)

Yoshiaki SHINZATO : Sales promotion of OKINAWAN fruit and vegetables， 

directed toward large consumer city like Tokyo. 

1 .はじめに

東京の地下鉄を歩く若者の集団から沖縄のブ

ランド豚「アグー」の話が聞こえ，居酒屋では

シークワーサ一割りの焼酎がメニューとして並

ぶ.株式会社日経リサーチ発表による「地域ブ

ランドカランキング」の2008年調査では r北

海道Jr京都Jに続き. 3位に「沖縄Jがラン

クされるほど沖縄の知名度は高い(株式会社日

経リ サーチ 2008. 地域ブランド戦111各サーベ

イ).観光地として引き合いが高く，男子平均

寿命の全国順位が低下しているとはいえ長寿の

イメージはかろうじて生きているといえる.

2008年~09年まで，東京で青果物の流通関係

駐在職員(以下，東京駐在)として，首都圏消

費地の状況を見聞きしてきた.量販庖や百貨屈

は景気低迷の中，集客のためイベントの目玉を

一生懸命に探している様子である.沖縄県が呼

びかけるイベントやフェア等には積極的に関わ

りたいという姿勢がうかがえた.首都圏から遠

隔地の沖縄では見えにくいが，東京では農産物

の販売促進に関わるさまざまなイベントやフェ

アが行われている.沖縄県内の農家や生産法人

関係機関がそのようなチャンネルへ積極的に参

加，または開催することを期待してそれらの一

端を紹介する.

2.農産物商談会

商談会は首都圏の量販庖，外食・中食産業，

食品加工業，卸・問屋，商社等の関係者が多数

集まる催しである 試食や寄贈で商品を PRし

ながら販売促進を行い，直接取引に結び付ける

ことのできる場である

( 1 )アグリフード EXPO

アグ リフード EXPOは日本政策金融公庫

(沖縄県は沖縄振興開発金融公庫)の取引先農

家や関連する法人を中心に，農産物の展示商談

会を行う催しで. 4回開催されている.平成21

年度は 8月25日(火)， 26日(水)の 2日間，

東京都江東区台場の東京ビッグサイトで「アグ

リフード EXPO2009J として開催された(写

真 1) .また，同様に大阪でも2010年 2月に開

催された平成21年度は，農業者や，食品企業

など529社により，約3，000品目が紹介され，過

去最大の規模になった.沖縄県からは紅茶の

(株)沖縄ティーファクトリーが出展していた.

ア 出展者

各県の生産法人や農業法人協会からの出展が

多かった各県農業法人協会がブースを借り上

げ，公募により参加のあった業者が出展. JA. 

全農などの出展，そして県や市町村が主体とな

りブースを借り上げ，公募により参加のあった

業者が出展する事例などがあった
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写真 1 ビッグサイト正面玄関(江東区有明)と会場内の様子ー

2日間で12，676名が来訪(昨年度10，641名)

イ展示商談会 リーを展示し商談を行っていた(写真 5). 

商談ブースとして目立ったのは， ジュースな

どの加工品(写真 2)，畜産のうち特に養豚，
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シークワーサージュース等も展示商談会に出展

すれば知名度が更に上昇しそうである.

写真 2.日本ゆずレモン加工品ブース

展示商談会に初めて出展する農業者に限った

トライアルブースでは緊張した面持ちの生産法

人代表者などが中食 ・外食などのバイヤーへ自

らの農産物の説明を行っていた(写真 3) 

JA全農群馬は標高差を利用した幅広い野菜

生産を PRし商談会に対応していた(写真 4)ー

(有)自然農園はエコフ ァーマー認証を受けた

農園である.ブルーペリーのジュース，酢やゼ
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写真 3. 農業者のチャレンジコーナー

写真 4. グッ ドぐんまの新鮮野菜.
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写真 5. 有限会社 自然農園(農業生産法人)ー
観光農園の名称 -ベリーベリ ーファーム上田

ウ アグリフード EXPOインターネ ットマッ

チング

アグリフード EXPO2009の 2日間の商談が

終わっても，インターネ ット上でさらに商談を

継続できるシステムとなっている(図 1) .会

員はhttp://www.afc.jfc.go・jp/matching/でログ

インする.

く~

図 1 インターネットマッチングのイメージ.
http://www.afc.jfc.go.jp/matching/ 

エ 来場者の評価(以下ホームページより抜粋)

http://www.exhibitiontech.com/afx/tokyo_kekka2009.html 

① 実物を見ながら説明を受け，分からない事

はその場で詳細に返答があり，臨場感のある

商品説明を受けることが出来た.また， 日常

的にふれ難い食材も多数取り揃えており，調

理してみたい材料に出会った.

② 日本の農産物に関係する商品の魅力を改め

て感じる事ができ，セミナ一等非常に充実し

ていたから大変満足しました.

③ 最近の トレンドや新しいもの，新しい取り

組みがわかり，今後の取り扱っていく商品の

方向性の指針となりました

など，今まで農産物の商談会はそれほど種類

や回数が多くないので量販庖や外食のシェフに

とっては貴重で重宝な催しである.商談目的の

来場者にとっては的を絞って，目的のブースで

情報収集ができるので効率のいい営業活動がで

きる.

(2) JAグループ「国産農畜産物商談会」

URL:http://www.exhibitiontech.com/ja/ 

国産農畜産物商談会は 4回目で日は浅いが，

全国の JAが集う商談会である 主催は全農で

平成21年度は， 2010年 3月16日(火) ~17 日

(水)の 2日間，東京国際フォーラム展示ホー

ル(東京都丸の内)で行われた["農業所得の

増大， JA事業の維持・ 拡大をはかるためには，

多様な販売先と強い関係を築き，販売力を強化

することが必要」であると開催主旨で述べてお

り，多様化する流通への対応を PRしている.

開催内容は，①商談会(第 3回は多いブースで

120件，平均14件) ・②展示(出展者によるプ

レゼンテーション(写真 6)，農畜産物・加工

品の展示・試食)などで，流通関係者など 2日

間で4，000人あまりが参加した.

写真 6.各県のプレゼンテーション
















